
第６２期 第１回 日本物理学会男女共同参画推進委員会 議事録 

 

日時：2006 年 10 月 7 日（土）10:00~13:00 

場所：日本物理学会 事務局会議室 

出席者：田島節子，井上順一郎，田口善弘，初田真知子，家泰弘，前田京剛，野崎光昭， 

    有光直子，中島美帆，森初果，鳥養映子，笹尾真実子，福山秀敏，八木江里（オブザ

ーバー），岡村裕子（事務局） 

欠席者：板倉明子，肥山詠美子，池内了，延與秀人，潮田資勝，武田實 

 

議題 

I 報告事項 

（１） 委員，事務局の紹介 

 第６２期新委員長の田島節子，新旧委員およびネットコメンテーターの自己紹介（名前，所

属，専門等）があり，担当事務局の岡村裕子の紹介があった。 

 なお，今期の委員は，田島節子（阪大理，委員長），井上順一郎（名大工），田口善弘（中大

理工），初田真知子（浦和大総合福祉），家泰弘（東大物性研），前田京剛（東大総合文化），野

崎光昭（KEK），肥山詠美子（奈良女理），池内了（総研大），有光直子（横浜国大環境情報），

中島美帆（信州大理），森初果（東大物性研）である。 

（２） 委員会のこれまでの活動概要説明 

 前委員長鳥養より，男女共同参画推進委員会のこれまでの活動のまとめ，アンケート結果の

紹介，および日本物理学会の活動について，報告がなされた。 

（３） 2006/1/14 以降の活動について 

 以下の事項について担当者から報告があった。 

１）年次大会シンポジウム 

２）出産・育児等による研究中断からの復帰事業（RPD）応募について 

３）女子高校生夏の学校について 

４）男女共同参画学協会連絡会シンポジウムの報告 

５） Asian Women in Physics について 

６） 広報サブグループ活動 

７）ネット会議活性化について 

（４）振興調整費「女性研究者支援事業モデル育成」について 

 １０大学が採択された。総額５億円，期間は３年間。継続性が要求される。各委員から大学

へ働きかけてほしい，との委員長の要望があった。 

（５）文科省「女子中高生理系進路選択支援事業の実施」の委託契約業者公募について 

  標記内容について田島委員長から説明があった。 



（６）AAPPS-APCTP Joint Forum on Women in Physics について 

 AAPPS 理事会が 2006 年４月に大阪で開催された折，AAPPS に Women in Physics WG の設置

が認められた。その活動のはじめとして，標記のフォーラムの企画が，韓国プハン工科大学で

開催される予定である。これには鳥養前委員長が対応することになった。 

II 審議事項 

（１）副委員長選出について 

 委員長から，前田京剛氏を副委員長に推薦したいとの申し出があり，これを承認した。 

（２）サブグループ分担者について（追加資料） 

 新委員の希望を取り入れ，サブグループ担当を以下のように決定した。○印は取りまとめ役

である。 

１）ネット会議活性化：今期は休止とすることとした。 

２）若手女性支援策：田島○，家，肥山 

３）学生・高校生への情報伝達：森○，野崎，前田，有光 

４）広報・学会誌への宣伝：井上○，中島，初田 

５）アンケート等統計調査：前期委員（登谷○，平田）がそのまま引き継ぐことになった。 

６）学協会連絡会運営委員：前田○，田口 

７）2007 年シンポジウム担当：田島○，家 

なお，2007 年秋の年会は，北大において９月２１（金）－２４（月）に開催される。これを

考慮して，シンポジウム担当として北大関係者を含めることとし，関係者に打診することとし

た。開催日程としては，初日（午後）を考えたいとの希望が委員長から述べられた。 

 また，国際会議関係のサブグループの必要性に関して議論が行なわれた。これについては，

日本学術会議内の IUPAP 分科会等がまず対応するべきではないか，との意見が出された。日本

応用物理学会の，IUPAP 関係の国際会議への対応状況についても意見が述べられた。 

（３）ネットコメンテーターとサポートメンバーについて 

 委員長より，これまでのネットコメンテーター全員をサポートメンバーとし，ネットコメン

テーターとしては，実質的にコメントして頂ける人をこれから決めたい，との方針が述べられ，

これを承認した。 

（４）今後の活動について 

 委員長より，今後の活動については，継続性を考慮しつつ，サブグループで議論してほしい

との要望があった。また，新しい活動としては，政府機関で実施中の各種プログラムの追跡調

査，特に失敗例の共有が重要であるとの認識で，委員の意見が一致し，追跡調査を学協会連絡

会に依頼することにした。 

（４） 次回委員会について 

 次回委員会を 2006 年１２月２６日（火）１４：００より開催することとした。 


